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のように目から 100cm 地点に一辺 6cm の正方形を配置し、













3.2 実験結果  
 20回実験を行い、図 4の結果を得た。図 4中の Aは 50cm
地点から 100cm地点へ視線を向けた時刻、Bは 100cm地点
から 50cm 地点へ視線を向けた時刻である。黒の円で囲ん

















図 4：50cm地点と 100cm地点を交互に見たときの瞳孔径 
4 まとめ 
 本研究では疑似的に作った無意識状態から意識状態へ
の推移を利用し、視線と瞳孔径から意識・無意識状態の判
別可能性を見出すことができた。また、同じ視線上にあっ
ても無意識状態であることを見つけることができる可能
性を得た。 
個性による瞳孔径の違いを反映させること、距離
50cm/100cm 以外での実験データを増やし、より広範囲で
意識・無意識状態の判別可能性を広げること、などが今後
の課題である。 
